
 

  

スポーツ交流 第一弾 ｢女子軟式テニス部｣との試合 

  
ナイスサーブ 練習の成果が出ました おやじチームの勝ち 集合写真 

晴れ、強風の中、父兄選手団１１名プラス、テニス部顧問の越前谷先生、更に応援団６名の総勢１８名で琴中

の乙女たちに挑むことになった。 

何しろテニスは１８年程前に何度か打ったことがあるだけの全くの素人である。 失礼のない様に父兄で３

回練習したが不安材料が山積みされるばかり、あとは出たとこ勝負。 

強風の中での試合は、向かい風の人生ばかり歩んできた父兄に若干有利に展開されたが、一天の曇りの 

無い爽やかな日であれば子供たちの純粋さに圧倒されたことだろう。 次回も悪天候であれば・・・？ 

子供たちと交流することの楽しさを改めて感じた幸せな一日であったが、子供たちはどう感じただろう

か・・・。 

【おやじの会 K.T】 

第二弾 ｢野球部｣に再挑戦 

  
秋晴れの良い天気でした 打った！二塁打 来年もよろしく 集合写真 

  
大鍋いっぱいの豚汁 小野会長挨拶 皆で食べるとおいしいな おかわり、三杯目 

１０月２０日保護者チームと野球部との交流試合について 

 中学生なんかに負けるわけがない！と思いつつ臨んだ野球部との交流試合。初回大量点を失いつつも、

そのくらいのハンディがあってもいいかなってなもんで、そのうち逆転するだろうと思っていた。 

 ところが、蓋を開けてみると、何とも打てない、守れない、走れないで、あれよあれよのうちに終わってみれ

ば７対２の完敗。 うーんと思わず首をひねってしまった。 

 よくよく考えてみると、相手は毎日のように鍛錬を積み重ねている上、体も日々成長していることをすっ

かり忘れていた。 

 浦井先生と父兄の配慮で我が息子（野球部在籍）との対戦が実現し、打席に立ってみたがそれがよくわ

かった。悔しいかな初球、２球目と変化球でかわされ最後は平凡なレフトフライ。「くそー、小学生の時は変化

球なんか投げなかったのに、しかも球まで速くなりやがって」、と思いつつ なぜか笑みがこぼれてしまった。 

 一汗かいた後、心のこもった豚汁をごちそうになり、学校をあとにしたが、実に充実した午後のひとときだ

った。 関係者の皆様に感謝したい。 

                                                【S.K】 
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